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平成 20 年 5 月 15 日 

各    位 

井関農機株式会社 
 

平成 20 年 3 月期 連結決算 補足資料 
（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日） 

 

１．連結業績                             (億円：％) 

 19/3 期 20/3 期 増減 20/3 期 予想比

 実績 実績 金額 率 予想 増減額

売  上  高 1,537 1,447 △ 90 △ 5.9 1,450 △ 3 

  国  内 1,349 1,227 △122 △ 9.0 1,240 △13 

  海  外   188   220 ＋ 32 ＋16.9   210 ＋10 

営 業 利 益    22     7 △ 15 △67.2     5 ＋ 2 

  金融収支  △11  △12 △  1   △12    0 

  その他営業外     2     5     3      7 △ 2 

経 常 利 益    13     0 △ 13 △97.3     0    0 

  特別利益     0    15 ＋ 15     15    0 

  特別損失  △ 5  △20 △ 15   △19 △ 1 

税前利益(△損失)    8  △ 5 △ 13      -  △ 4 △ 1 

  税,税調整額他  △ 8  △10 △  2   △11 ＋ 1 

当期純利益(△損失)     0  △15 △ 15      -  △15    0 

 

 １）前期比増減内容 

  (1)売上高：前期比 90 億円の減収（△5.9％） 

    ・国内は、市場が低調に推移したことに伴い、農業機械、作業機、施設工事を中心に 

減少し 122 億円の減収。 

    ・海外は、北米向けの減収を、好調な欧州及びアジア向けの売上増でカバーし、全体 

     で 32 億円の増収。 

  (2)営業利益：前期比 15 億円の減益（△67.2％） 

    経常利益：前期比 13 億円の減益（△97.3％） 

    ・減収による粗利益の減少に加え、減産による粗利率悪化などにより減益。 

  (3)当期純利益：前期比△15 億円の減益 

    ・繰延税金資産の取崩しや希望退職者募集に伴う特別退職金の計上などにより 15 億円 

の減益。 

 

 ２）予想比増減内容 

  (1)売上高：予想比 3 億円の減少 

    ・国内は農業機械が増加したものの、農機関連、施設工事が低調に推移し 13 億円の 

減少。 

    ・海外は北米向けの減少を、欧州及び中国向けの拡大でカバーし、全体で 10 億円の 

     増加。 

  (2)営業利益：予想比 2億円の増加 

    ・国内売上減少による粗利減などを海外売上の増加と経費削減効果等でカバーし、営業

利益は 2 億円の増加。 

  (3)経常利益、当期純利益：予想通り 
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 ３）売上内訳                           (億円) 

 19/3 期 20/3 期 増減 20/3 期 予想比 

 実績 実績 額 予想 増減額 

  農業機械   686   626 △ 60   617 ＋ 9 

  作業機･部品   298   279 △ 19   280 △ 1 

  施設工事    63    40 △ 23    53 △13 

  そ の 他   302   282 △ 20   290 △ 8 

 国内 計 1,349 1,227 △122 1,240 △13 

   北 米    65    54 △ 11    57 △ 3 

   欧 州    83   106 ＋ 23    99 ＋ 7 

   アジア    15    26 ＋ 11    26    0 

   中 国     7    13 ＋  6    10 ＋ 3 

   豪州他     4     5 ＋  1     5    0 

  製品 計   174   204 ＋ 30   197 ＋ 7 

  部品その他    14    16 ＋  2    13 ＋ 3 

 海外 計   188   220 ＋ 32   210 ＋10 

合 計 1,537 1,447 △ 90 1,450 △ 3 

 

 

 

２．平成 21 年 3 月期業績予想 
   [業績予想の考え方] 

    国内においては、農政改革の見直しや米価の下落に歯止めがかかったことなどに伴い、

農機需要は横ばいと予想。また当社においては、足許の好調な田植機を中心とした拡販と、

引き続き投入する新商品の相乗効果ならびに、更なるサービスの拡充、営業販売力強化に

より、国内売上の拡大を見込む。 

    海外については、好調なアジア市場での更なる売上拡大に加え、北米市場で OEM 取引先

の在庫圧縮政策終了に伴う受注回復を見込む。 

    また、平成 20 年 3 月期に実施したコスト構造改革の効果による粗利益率改善を見込む。 

 

   [連結]                        (億円) 

 20/3 期 21/3 期 増減 

 実績 予想 金額 率 

売  上  高  1,447 1,545 ＋ 98 ＋ 6.8%

  国  内  1,227 1,305 ＋ 78 ＋ 6.4%

  海  外    220   240 ＋ 20 ＋ 9.1%

営 業 利 益      7   33 ＋ 26 ＋371% 

経 常 利 益      0   19 ＋ 19 － 

当期純利益(△損失) △  15   6 ＋ 21 － 
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   [個別]                        (億円) 
 20/3 期 21/3 期 増減 

 実績 予想 金額 率 

売  上  高    850 910 ＋ 60 ＋ 7.1%

営業利益(△損失) △   5   7 ＋ 12 － 

経常利益(△損失) △   2   7 ＋  9 － 

当期純利益(△損失) △  14   6 ＋ 20 － 

 
以 上 


